
金
搾
の
地
子
地
に
小
輔
氏
か
ら
刊
日
放
し
た
と
あ
る
。

一
前
出
狩
携
は
、
従
来
火
矢
を
家
郵
と
し
た
小
川
群
苔

ソ
ウ
ト
シ
ヨ
リ
惣
年
寄

J
ト
ヲ
ム
一
フ

ナ
村。

一
郎
・小
川
械
之
助
小
川
兵
左
衛
門
に
命
じ
て
共
に
祭

ソ
ウ
ハ
ン
チ
ョ
ウ
宗
宇
町

金
仰
の
哲
川
名
。

一
ば
し
め
、
政
永
六
年
金
制
作
上
勝
木
鼠
に
在
っ
た
箆
隊

出
附
政
中
は
諸
士
の
郎
地
の
み
で
、
制
家
は
な
か
っ
た
。

一
を
厳
し
、
そ
の
取
地
を
蹴
挺
し
て
商
洋
疏
火
術
方
役

山
由
併
に
、
昔
中
川
宗
牢
の
日
郎
が
あ
っ
た
、
め
町
名

一
一
加
の
所
管
た
ら
し
め
た
が
、
安
政
元
年
正
且
m
叫
銑
を

に
呼
ん
だ
と
い
」
o
m出
し
宗
牢
の
同
邸
と
い
ふ
も
の

一
初
め
、
八
且
竣
成
す
る
に
及
ん
で
批
獄
似
と

m
L、

は
、
そ
の
限
目
所
を
い
ふ
の
で
あ
ら
う
o

一
滞
士
以
下
の
飽
術
を

mび
、
線
共
に
従
ふ
加
と

L

ゾ
ウ

7
9イ
ン

務
鼠
院

邸
主
川
布
引
引
に
在
つ

一
た
。

て
、
山
口
制
宗
に
臨
す
る
。
寺
犯
に
天
文
官

一
年
前
林

一
公
一
〉
放
削

l
批
縮
問
に
於
い
て
初
め
て
附
尽
を
蹄
じ

宗

阪

の

間

延

に

係

る

と

あ

る

。

た

の

は

脱

出

文

平

で

あ

っ

た

が

、
安
建
幸
之
助
之
に

次
ぎ
、
幸
之
助
は
後
に
英
尽
に
判
じ
た
。
対
い
で
三

宅
復
一

・
悶
凶
努
之
助
も
亦
英
与
を
授
け
、
議
士
秩

山
安
田
悼
の
医
で
附
般
の
兵
般
若
で
あ
っ
た
佐
野
加
も

mw
ぜ
ら
れ
て
稽
古
方
惣
榔
取
と
な
っ
た
。

会
一
〉
敬
科

l
別品

mmで
政
授
し
た
料
開
は
、
地
術

・

馬
術
・4
n
制
・祥
m
t
剛山県
・航
海
・
測
れ川
臨
す
で
あ
り
、

組

m
xは
潜
行
た
る
も
の
に
、円
削
木
を
附
ひ
て
川
州
立
・

悦
令
を
縦
割
口
せ
し
め
る
法
も
あ
っ
た
。
飽
術
は
闘
式

に
初
り
、
枠
円
引
も
制
限
で
、
文
hm
二
年
に
は
悦
に
そ

の
設
が
あ
り
、
飽
術
に
闘
す
る
枠
制
聞
を
制
む
を
問
的

と
し
た
。
同
年
六
且
父
刷
法
皆
訟
の
合
間
を
初
め
、

従
来
明
倫
堂
で
行
う
た
闘
法
留
の
開
染
試
問
を
こ
与

に
移
し
た
。
同

R
郎
内
に
瑚
却
を
放
け
、
抱
術
を
修

め
し
め
た
。
又
湖
総
裂
を
聞
き
、
小
山X
野
開
務
所
・牛

坂
村
郎
議
所
・土
山
川
水
利
(
焔

mu製
造
成
・小
柳
村
製

諮
問
山
を
附
設

L
、
軍
艦
を
陣
入
L
て
、
商
川
雄
艦
所
・

七
地
活
酷
脂
肪
に
邸
せ
し
め
た
。
航
抑
及
び
測
郎
副
ア
は

文
久
三
年
に
奈
っ
て
裂
し
、
銃
飽
術
練
習
は
治
相
柑
古

と
鋲
辺
倒
柑
古
と
あ
っ
て
、
前
者
は
侍
日
練
習
し
、
後

者
は
志
願
者
を
し
て
穴
J
M
越
稜
泌
総
せ
し
め
た
。

(
四
〉
明
治
の
股
革

l
明
治
元
年
英
式
兵
制
を
採
用
す

る
と
共
に
、
沼
山
教
育
の
縦
模
亦
大
に
倣
挺
し
た
。

即
ち
九
且
十
三
日
経
武
簡
を
枇
縮
問
に
合
併
し
、
之

ソ
ウ

ソ
ウ
メ
ン

索
活

古
世
間
以
奈
川
崎
ぬ
の
も
の
を

名
産
と
し
、
能
菅
名
跡
志
輪
島
の
侠
に
、
『
輪
島
索

箔
・墜
地
篠
田
耐
・内
出
斗
飽
知
・桜
草
之
町
制
約
物
也
。
巾
に

も
白
髪
索
箔
は
御
献
上
の
上
品
也
。
』
と
あ
っ
て
、
御

献
上
と
は
滞
侠
か
ら
諮
附
に
射
し
て
な
し
た
訟
で
あ

る
。
後
世
河
北
仰
向
松
の
木
津
屋
際
布
術
門
・
小
川

原
科
三
八
・
一兆
野
七
兵
衛
響
、
亦
話
錨
の
製
法
を
崎

町
叫
か
ら
係
省
し
、
冬
期
の
削
楽
に
治
て
た
が
、
BM
永

中
滞
か
ら
託
金
の
釘
附
を
得
、
包
従
に
御
利
入
鉛
M
闘

の
印
を
抗
出
す
に
及
ん
で
徐
有
併
と
な
り
、
降
ハ
山
木
津

で
も
之
を
製
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ソ
ウ
メ
ン
ゴ
リ
索
栢間
部

J
シ
ラ
ウ
ヲ
白
魚
。

ソ
ウ
ユ
ウ
カ
ン
批
猶
館
(
一
〉
倒
的

l
批
術
館

は
加
到
滞
の
洋
式
諸
県
校
中
の
最
初
の
も
の
で
あ
っ

た
。
館
名
は
前
終
小
知
米
包
の
仰
な
る
克
枇
E
I
(

納
-

か
ら
採
る
o

V
〈
批
猷
仰
に
も
作
る
も
の
は
、
山m
宰
は

絹
芋
と
同
じ
い
か
ら
で
あ
る
。
初
め
縦
士
に
大
的
作

之
進
と
い
ふ
も
の
が
あ
っ
て
、
夙
に
自
郎
に
間
枠
組

術
の
研
究
所
を
む
き
、
長
大
関
守
の
家
阻
河
野
久
太

郎
、
菊
池
大
円
ー
の
家
庭
加
出
町
九
八
郎
と
共
に
餓
科
部

に
就
い
て
郡
山
九
し
、
文
邸
側
出
向
川
県
安
に
蜘
し
て
祥

智
を
削
査
せ
し
め
、
後
に
は
江
戸
か
ら
松
下
時
作
を

糊
し
て
、
そ
の
術
を
似
到
し
た
。
是
に
於
い
て
滞
侠

キ
」
尽
校
総
畿
の
支
配
に
臨
せ
し
め
て
県
政
の
統
一
を

一
て
は
傍
ら
側
関
叩
の
合
総
を
行
ふ
こ
と
に
な
り
、
田一

闘
均
、
批
狛
館
を
以
て
主
と
し
て
歩
兵
小
銃
練
習
の
一
川
良
安
・
禄
聞
い
作
三
・
明
石
昭

m
-太
聞
良
策
帥
脱
・問

所
と
な
L
、
経
武
郎
の
柏
田
式
武
術
開
伺
拙
酬
は
悉
〈
之
を
一
ー
叩
一
庖
町
一
日
・鈴
木
俊
六
等
、
す
自
宅
に
脱
出
止
を
開
〈

機
L
、
そ
の
建
築
物
を
滞
侯
世
子
前
閃
利
樹
の
防
館
一
傍
、
社
縮
問
に
出
獄
し
て
そ
の
棋
に
従
う
た
。
而

L

に
岱
て
、
加
に
そ
の
構
内
に
、
騎
-
矢
田
出
所
前
出
に
四
回
舎
一
て
同
年
六
且
の
，
x
m
u
に
、『
附
館
街
合
総
容
も
御
取
引
此

た
る
税
制
館
〈
一
名
群
甜
舎
)
、
捌
帆
抽
出
古
場
た
る
戚
一
に
相
成
候
問
、
是
亦
望
之
者
は
他
出
可
巾
供
。
右
に

能
郎
、歩
兵
小
銃
線
百
掛
た
る
刷
出
忠
館
、大
抱
抽
抑
制
剖
場

一
付
是
迄
刷
岡
田
試
栄
之
節
は
、
日
ザ
桜
に
於
い
て
見
回
来

た
る
岱
天
館
、
共
閉
弘
前
び
に
枠
錦
線
開
制
揚
た
る
飛
安
一
一
候
得
共
、
以
来
枇
狛
簡
に
て
見
制
候
穫
に
候
。
右
之

鉛
〈
一
名
元

g
m〉
を
也
い
て
悉
く
士
族
の
武
間
十
校
と
一
泊
可
巾
渡
回
目
彼
仰
出
候
線
、

一
統
可
彼
巾
滋
候

m。』

L
、城
内
な
る
御
曹
前
合
所
を
改
め
て
雄
飛
館
と
し
、
一
と
あ
る
に
よ
っ
て
見
れ
ば
、
従
来
製
校
即
ち
明
倫
位
一

卒
族
の
大
飽
・
小
銃
及
び
綱
引
線
開
耐
裂
に
岱
て
た
。

一
に
於
い
て
執
行
し
た
岡
山
術
開
染
試
験
を
、
枇
特
畑
町
の

綱
引
は
英
式
調
総
に
仲
う
て
起
っ
た
も
の
で
あ
る
。
一

中士
官
に
修
し
た
も
の
で
、
同
時
に
闘
法
凶
の
勢
力
が

叙
上
白
諮
問
附
は
指
綴
い
で
計
知
造
営
せ
ら
れ
た
も

一
四
創
立
せ
ん
と
す
る
経
過
が
知
ら
れ
る
。
次
い
で
随
胞

の
で
、
そ
の
全
備
し
た
の
は
二
年
三
且
で
あ
っ
た
。
一
元
年
穏
宿
所
が
出
来
て
黒
川
良
安
が
械
取
と
な
り
、

同
元
年
ま
た
七
尾
軍
艦
防
・商
問
軍
般
加
・小
京
野
郎
一
間
三
年
七
且
卯
民
山
益
生
印
刷
の
起
る
に
及
ん
で
、
枇

裂
前
・
牛
坂
村
掠
禁
断
・
土
梢
水
村
(
焔
曲
川
〉
製
造
所
・
一一樹

mの
陸
行
は
ま
た
之
に
紗
っ
た
。

小
柳
村
製
活
阪
は
、
批
猪
飢
を
離
れ
て
お
防
方
の
所

一

ソ
ウ
リ
ュ
ウ

間雨
前

l
y
y
J
A
ウ
ソ
ウ
リ
ュ
ウ

管
に
邸
し
た
。
二
年
一
且
又
枇
猫
館
内
に
英
鋲
腕
を

一
良
翁
宗
総
。

役
立
し
、
能
く
も
な
〈
之
を
元
御
細
工
防
に
移
L
、

一

ソ
ウ
リ
ュ
ウ
ジ
宗
龍
寺

金
州
刊
行
川
に
在
っ
て
、

一
民
に
凶
町
榊
酬
阻
止
守
に
判
じ
て
数
諮
問
と
政
抑
制
し
、
別

一
射
的
山
と
悦

L
、
印
刷
宗
に
凶
す
る
。
白
紙
十
七
年

に
七
路
軍
艦
岡
山
に
英
問
中
断
の
分
校
た
る
七
局
制
限
防

一
不
破
郡
六
之
を
鶴
屋
町
に
例
宜
し
、
父
の
法
訟
を
飢

を
附
設
し
た
。
そ
の
後
航
海
術
を
敬
授
す
る
岱
に
、

一
っ
て
宗
江
寺
と
黙
し
、

m明
胞
を
招
い
て
寺
主
と
L

釣
深
館
を
批
狛
館
内
に
設
け
、
次
い
で
そ
れ
を
商
町
一
た
o
後
法
制
に
閲
す
る
事
械
が
起
っ
て
制
随
分
散
し

抵
艦
所
内
に
診
し
た
。
批
狛
印
以
下
群
悩
・成
後
・健

一
た
が
、
瓜
治
三
年
附
舟
市
郎
兵
術
は
前
う
て
寺
を
小

忠
・能
天
飛
由
一回
・
雄
飛
の
諾
簡
は
、
=
一
年
仰
式
の
兵

一
目立
野
に
建
立

L
、
間
島
氏
の
組
先
の
法
訟
を
以
て
宗

制
採
用
せ
ら
れ
て
、

一
面
に
は
士
宮
旋
成
田
山
た
る
費
一
一
山
寺
に
殴
め
、
次
い
で
文
今
'
の
地
に
純
じ
た
。

現
似
の
設
立
せ
ら
れ
、

一
商
に
は
治
的
州
軍
隊
の
組
織

一

ソ
ウ
リ
ヨ
ウ
惣
領
臥
主
制
河
淑
問
郷
に
日
間
す

せ
ら
れ
る
に
及
ん
で
、
悉
〈
閉
鎖
せ
ら
れ
た
。
一
る
部
w
m
o
能
管
名
跡
志
に
、
『
輸
防
よ
り
一
用
車
十
町
、

円
五
〉
枇
猪
俗
の
殴
育
|
加
賀
滞
米
矧
の
殴
育
は
、
商
一
木
M
m
六
十

一
文
、
畷
尻
=
一
十
六
文
、
人
足
十
八
文
。

祥
兵
取
と
共
に
枇
狛
舶
を
以
て
漉
鮮
の
所
と
す
る
。
一
家
数
六
十
軒
ば
か
り
、閉
山
々
に
散
り
て
あ
る
村
な
り
。

こ
の
館
に
於
い
て
は
、
初
め
抱
術
・
馬
術
等
を
研
究
一
此
迭
は
河
原
問
の
郷
也
o
此
故
村
に
深
見
と
い
ふ
防

す
る
お
側
部
を
術
資
し
た
が
、
常
時
開
山
町
を
似
し
た
一
に
、
斜
地
と
て
恐
し
き
池
あ
り
。
皆
蛇
耐
住
ん
で
入

者
は
悶
ち
留
師
で
あ
っ
た
か
ら
、
文
久
二
年
に
主
つ
一
を
取
る
。
』
と
あ
る
。
叉
文
化
の
世
上
に
は
、
村
御
印

四
1¥ 


